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以下

帯筋

帯筋は、一般の帯筋より１サイズ

２＠Ｐ 太い鉄筋または同径のものを２本

重ねる。

１＠

以下

梁面より割付ける。

１Ｐ ＠

１＠

以下

０.２％以上、

０．２％以上、

０．２％以上、

上下の柱断面寸法が異なる場合、

かつ１．５Ｐ

かつ１．５Ｐ

かつ１．５Ｐ

一般の場合

全長

全長

折曲げ半径

折曲げ半径

余長１２ｄ以上

余長１２ｄ以上

全長（最上階上端筋）：Ｓ2＋（※１）

全長（最上階下端筋及び一般階）：Ｓ3 かつ（※１）＋折曲げ半径+余長

（※１）：柱せいの３/４倍以上かつ２０ｄ以上

全長：Ｓ4かつ（※２）＋折曲げ半径＋余長

（※２）

（※２）：梁幅の１／２倍以上かつ１５ｄ以上

（※１）

３．４．１　梁・壁・床版

鉄筋相互のあきは、下記（１）、（２）、（３）の最大値以上とする。

（１）粗骨材の最大寸法の４／３倍

３．４．２　柱

鉄筋相互のあきは、下記（１）、（２）、（３）の最大値以上とする。

（１）粗骨材の最大寸法の４／３倍

（２）最小のあき４０mm

（３）柱、梁の交差部（パネルゾーン）の帯筋のせん断補強比は、０．２％以上を確保し、

（１）フック及び継手の位置は交互とする。

補強筋間隔は１．５Ｐ以下とする。

３．８．２図　上下の柱断面が異なる柱主筋の折曲げ及び定着

３．５．３　梁主筋の柱内定着

（１） 同一断面での継手は軸方向に相互にずらす。

（２） ずらす距離(Ｌ)は、太いほうの鉄筋径の２５倍以上とする。

（４） 継手部の鉄筋のあきは、粗骨材の最大寸法以上とする。

（３） 前記（２）を確保できない場合等は、監督職員の承諾を得て、ガス圧接継手又は機械式

継手工法を採用することができる。

３．６．１図　重ね継手工法

３．６．１　鉄筋の重ね継手

（１）柱の継手及び圧接中心位置は、梁上端から５０cm以上、１５０cm以下かつ

（２）梁の継手及び圧接中心位置は下記による。

（３）通常の応力と異なる場合の継手位置は、３．７．１図によらず図面による。

継手及び圧接中心位置は図面にない場合は、３．７．１図による。

３／４ｈ0（ｈ0は柱の内法高さ）以下とする。

上端筋　中央：Ｌ0／２以内

３．８．１　一般事項

（１）継手長さはＳ1とし、定着及び余長は、３．８．１図による。

（２）柱頭定着長さＳ3が確保出来ない場合は、図面による。

（３）上下の柱断面が異なる場合の柱主筋の折曲げ及び定着は、３．８．２図による。

（４）柱脚定着長さ２５ｄ(余長１２ｄ以上)または３５ｄが確保出来ない場合は、図面による。

３．８．１図　柱主筋の継手、定着及び余長

（１）帯筋の形状は、３．９．１図とし、種別は図面による。図面になければ下記による。

（ａ）Ｈ形とする。

（ｂ）Ｈ形の１３５゜曲げのフックが困難な場合は、Ｗ－I形とする。

（ｃ）溶接する場合の溶接長さＬは、両面フレア溶接の場合は５ｄ以上、片面フレア溶接

（ｄ）ＳＰ形において、柱頭及び柱脚の端部は、１．５巻以上の添巻きを行う。

の場合は１０ｄ以上とし、組立前に行う。

３．９．１図　帯筋組立の形

３．６．２ 鉄筋のガス圧接および機械式継手

鉄筋のガス圧接継手及び機械式継手は「鉄筋定着・継手指針[2007年版]」(土木学会)による。

機械式継手は、ねじふし鉄筋継手工法とする。また、ねじふし鉄筋工法以外の機械式継手を

採用する場合は、監督職員の承諾を得ること。

３．５．３図　小梁及びスラブ上端筋の梁内折曲げ定着要領

３．５．２図　梁主筋の柱内定着要領

（２）最小のあき２５mm

（３）隣り合う鉄筋の平均径（呼び名の数値）の１．５倍

（３）隣り合う鉄筋の平均径（呼び名の数値）の１．５倍

（１） 同一断面での継手は軸方向に相互にずらす。

（２） ガス圧接の場合のずらす距離(Ｌ)は、太い方の鉄筋径の２５倍以上とする。

（３） 機械式継手の場合のずらす距離（Ｌ）は、太いほうの鉄筋径の２５倍以上とする。

（４)　機械式継手をイモ継ぎ部に使用する場合は、継手性能はＳＡ級かつ継手信頼度を１種とする。

なお、3.6.3図　ｂ)に示すように、隅角端部から継手位置まで必要な離間を確保した場合は

Ａ級を選定することができる。詳細は「鉄筋定着・継手指針[2007年版]」(土木学会)による。

３．６．３図　機械式継手におけるイモ継手位置

３．６．２図　ガス圧接継手工法及び機械式継手工法

３．７．１図　継手及び圧接中心位置

下端筋　両端：柱面より梁せい（Ｄ）以上離し、Ｌ0/４を加えた範囲以内

３．４．１図　鉄筋のあき

（１）鉄筋の重ね継手長さは３．５．１表、定着の長さは３．５．２表による。

３．５．１　継手長及び定着長の基本

３．４．１表　鉄筋径と鉄筋間隔の関係一覧

３．５．１表　鉄筋の重ね継手長さ

３．５．２表　鉄筋の定着長さ

１　本表の適用は、鉄筋種類ＳＤ３４５、鉄筋径Ｄ１３～Ｄ３２とする。

２　定着長は折曲げ加工後の直線部分で確保する。

３　壁、床版、底版の主鉄筋の中心間隔が１００mm未満の場合は、別途図示による。

３．５．２　継手の特記事項

（１） 継手は極力応力の小さい位置に設ける。

（２） 異なる径の鉄筋をガス圧接する場合、鉄筋径の差が５mmを超える圧接をしてはならない。

３．５．１図　フックのある場合の継手及び定着要領

　　　を含まない。

（３）径が異なる鉄筋の継手長さは、細い鉄筋の径による。

（４）継手は相互にずらすことを原則とする。

（５）フックのある場合の継手長及び定着長には、３．５．１図に示すようにフック部分Ｌ

３．１０．１図　帯筋の割付け

（２）帯筋の割付けは、３．１０．１図による。ただし、図面にある場合は図面による。

（２）Ｓ2,Ｓ3,Ｓ4の適用区分を以下に記す。

　　　Ｓ4：小梁、スラブ(地震力を受けない部材)。

　　　Ｓ2：(最上層)大梁上端、基礎梁上端、床版(壁構造)、床版上端(ラーメン構造)、底版。

　　　Ｓ3：柱、壁、(中間層)大梁上端、大梁下端、床版下端(ラーメン構造)、基礎梁下端。

ＡＷＳＣＪ（第４版）－０９６－００４

３　土木工事

３．４　鉄筋相互のあき

３．１０　帯筋の割付け

３．９　帯筋の形状３．７　継手及び圧接中心位置（柱、大梁）

３．８　柱筋の継手及び定着

３．６　隣り合う継手の位置

３．５　鉄筋の継手及び定着

柱、梁の交差部の配筋例（０．２％確保）

は継手を設けてもよい位置を示す

異形鉄筋

      ｄ：鉄筋径（呼び名）

（注）Ｄ：鉄筋の最外径

鉄筋相互のあき：ａ 最小鉄筋芯間隔

４７mm

５１mm

５４mm

５８mm

５４mm

５８mm

６１mm

６５mm

６８mm

７７mm

鉄筋径 最外径

鉄筋径(mm)

Ｄ１３

Ｄ１６

Ｄ１９

Ｄ２２

Ｄ２５

Ｄ２９ ３３

２８

２５

２１

１８

１４

（梁） （柱）

ａ＋Ｄ ａ＋Ｄｄ Ｄ

鉄筋の

種　類
鉄筋径 設計基準強度

Ｓ1　：重ね継手長

鉄筋中心間隔２００mm以上 １００mm以上２００mm未満

フックなし

ＳＤ３４５

Ｄ１６以下

Ｄ１９～Ｄ２２

Ｄ２５～Ｄ３２

２４以上

（Ｎ／mm2）

２７未満

４０・ｄ

４５・ｄ

５０・ｄ ４０・ｄ

３５・ｄ

３０・ｄ

フックあり フックなし

５０・ｄ

６０・ｄ

６５・ｄ ５５・ｄ

５０・ｄ

４０・ｄ

フックあり

Ｓ2：定着長 Ｓ3：定着長 Ｓ4：定着長

フックなし フックあり フックなし フックあり フックなし フックあり

設計基準強度鉄筋径
鉄筋の

種　類

４０・ｄ ３０・ｄ ３５・ｄ ２５・ｄ ３５・ｄ ２５・ｄ

５０・ｄ ４０・ｄ ４０・ｄ ３０・ｄ ３５・ｄ ２５・ｄ

６０・ｄ ５０・ｄ ４５・ｄ ３５・ｄ ３５・ｄ ２５・ｄ

ＳＤ

３４５

Ｄ１６

Ｄ１９～

Ｄ２５～

以下

Ｄ２２

Ｄ３２

２４以上

（Ｎ／mm2）

２７未満

６６mm

７７mm

柱：４０mm

梁：２５mm

粗骨材

最大径

の場合

２５mm

３３mm

（１）

粗骨材径×４/３倍

（２）

最小あき

（３）

鉄筋径×１.５

２０mm

２４mm

２９mm

３３mm

３８mm

４４mm

パネルゾーン

Ｄ１３ ＠１５０≦５００

≦６００ Ｄ１３ ＠１５０

Ｄ１３ ＠１５０≦７００

≦８００ Ｄ１３ ＠１５０

Ｄ１３ ＠１２５≦９００

≦１０００ Ｄ１３ ＠１２５

Ｄ１３ ＠１００≦１１００

≦１２００ Ｄ１３ ＠１００

柱幅(mm)

※１．５Ｐ1、１．５Ｐ2のピッチは１５０mm以下とする。

Ｌ ≧ ２５ｄ(ｄ：太い方の鉄筋径)

※破線部は、同一平面にある鉄筋の上端と下端とで重ね継手位置を交互にすること、

並びに同一断面にある鉄筋では、奥行き方向に重ね継手位置を交互とすることを

それぞれ示す。

Ｌ ≧ ２５ｄ

(ｄ：太い方の鉄筋径)

ｂ） 機械式継手（Ａ級以上）ａ） 機械式継手(ＳＡ級）

ａ:上下の柱幅の差(a≦１５０）

ｂ:かぶり厚さ

Ｄ:梁のせい

６Ｄ

ａ
＞

１

Ｄ

ａ １

６

≦

６

１ａ

Ｄ

≦

柱脚の鉄筋

が多い場合

が多い場合

下階の鉄筋

が多い場合

上階の鉄筋

が多い場合

柱頭の鉄筋

一般の場合（地反力を受けない場合）

基礎底版の場合（地反力を受ける場合）

・Ｗ－I形（溶接を行う）

・ＳＰ形（スパイラル筋）

・Ｈ形

：柱芯


